
～世の光～

泉キャンパス礼拝堂 ステンドグラス



アルフレッド・ケルン社製作によるフレンチ・クラシカルオルガン。
日本でも最大規模を誇る。

泉キャンパス礼拝堂 パイプオルガン

表紙写真／東北学院大学泉キャンパス

表題 ～ Ｌｕｘ Ｍｕｎｄｉ （世の光）～
「Ｌｕｘ Ｍｕｎｄｉ（ルクス・ムンディ）」は、ラテン語で「世の光」を意味

します。「世の光　わがほこり」と校歌にも出てきますので、東北学

院で学んだ方々には馴染み深いものがあると思います。「ルクス・

ムンディ（世の光）」は、いうまでもなく東北学院の真の創設者イエス・

キリストのことです。そのキリストの光に導かれて、それぞれの人生

を歩んでいただきたいとの願いが込められています。　



第8回同窓祭

旧
交
を
あ
た
た
め

新
し
い
出
逢
い
を
喜
ぶ

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
。

皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日 時

会 場
東北学院大学 土樋キャンパス
ラーハウザー記念東北学院礼拝堂

１４：００～ ホームカミングデー
１７：００～ 懐かしい出会いの夕べ（江陽グランドホテル）
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荒
木
 

飛
呂
彦

　
一
九
八
〇
年
、第
二
十
回
手
塚
賞（
集

英
社
）に
応
募
し
た「
武
装
ポ
ー
カ
ー
」

が
入
選
し
、授
賞
式
で
手
塚
治
虫
に“
稀

に
見
る
天
才
で
す
よ
！
”と
激
賞
を
浴

び
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
荒
木
飛
呂
彦
さ
ん

は
、漫
画
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
第
一
人
者
。

荒
木
さ
ん
は
多
く
の
作
品
を
手
が
け

て
い
る
が
、
な
か
で
も
一
九
八
七
年
か

ら「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」
と「
ウ
ル
ト

ラ
ジ
ャ
ン
プ
」に
長
期
連
載
し
て
い
る『
ジ

ョ
ジ
ョ
の
奇
妙
な
冒
険
』が
大
ブ
レ
イ
ク

し
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
圧
倒
的
な

人
気
を
集
め
て
い
る
。
小
学
生
の
頃
、

両
親
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
百
科
事
典
の

ピ
カ
ソ
や
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
絵
を
見
て「
何

で
こ
ん
な
絵
を
描
く
ん
だ
ろ
う
」
と
思

っ
た
荒
木
さ
ん
は
、「
自
分
の
想
像
を

超
え
た
世
界
に
強
く
引
か
れ
た
の
が
、

漫
画
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
大
き
な

理
由
で
す
ね
」と
語
る
。

　
漫
画
家
に
な
る
と
い
う
小
さ
い
頃
の

夢
が
実
現
し
、一
躍
脚
光
を
浴
び
て
い

る
荒
木
さ
ん
だ
が
、「
ま
だ
達
成
し
た

と
い
う
感
じ
は
全
然
な
い
ん
で
す
。
目

的
に
向
か
っ
て
い
る
途
中
と
い
う
感
じ

で
す
」
と
控
え
目
に
話
す
。
荒
木
さ
ん

の
作
品
で
は
、独
創
性
溢
れ
る
発
想
や

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
画
面
構
成
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
が
、漫
画
家
・
荒
木

飛
呂
彦
の
発
想
の
源
は『
謎
の
追
及
』

に
あ
る
。「
普
段
の
生
活
で
も
全
て“
何

で
か
な
？
”と
い
う
見
方
を
し
て
い
ま
す
。

交
通
機
関
が
発
達
し
て
世
界
が
狭
く

な
り
、謎
や
ロ
マ
ン
が
消
え
て
い
っ
て
い
る

よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、僕
に
は
不
思

議
な
こ
と
が
一
杯
あ
り
ま
す
。
人
の
行

動
と
か
不
思
議
な
絵
が
ス
ト
ー
リ
ー
の

源
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
そ
の
手
法
を

明
か
す
。

　
「
自
分
の
生
活
で
謎
を
追
求
す
る

手
段
が
漫
画
」
と
話
す
荒
木
さ
ん
は
、

本
屋
な
ど
で“
読
ん
で
い
ま
す
よ
”と
読

者
に
声
を
か
け
ら
れ
る
の
が
嬉
し
く
、

漫
画
制
作
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
。
会

社
員
の
よ
う
に
規
則
正
し
く
仕
事
を

始
め
る
荒
木
さ
ん
は
、遅
く
て
も
夜
の

九
時
か
十
時
に
は
一
日
の
仕
事
を
終

え
る
。
最
近
で
は
本
業
の
漫
画
以
外
に

Ｃ
Ｄ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
も
手
が
け
る
荒
木
さ
ん
は
、

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
Ｍ
Ｏ
Ｍ

Ａ
）に
僕
の
漫
画
が
現
代
絵
画
の
作
品

と
し
て
購
入
し
て
も
ら
い
、展
覧
会
を

開
い
て
も
ら
う
こ
と
が
夢
で
す
ね
。
漫

画
と
い
う
こ
と
よ
り
も
絵
画
と
し
て

認
め
ら
れ
た
い
ん
で
す
」
と
漫
画
の
魅

力
の
な
か
で
も
「
絵
」に
力
点
を
置
い

て
い
る
。
高
校
時
代
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
が
良
か
っ
た
と
振
り
返
る
荒

木
さ
ん
は
、礼
拝
は
初
め
て
の
経
験
だ

っ
た
。
毎
朝
の
礼
拝
は
と
て
も
新
鮮
で
、

多
面
的
な
も
の
の
考
え
方
を
す
る
話

が
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
と
話
す
。
夢

で
あ
る
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
　
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

と
し
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
デ
ビ
ュ
ー
が
近
い

か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
５３
年
榴
ケ
岡
高
校
卒

　 　 　 　 　 た T G の 輪

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

M
O
M
A
で
展
覧
会
を

開
い
て
も
ら
う
の
が
夢
。
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産
婦
人
科
医
 

野
田
 

隆
二

　
岩
手
県
一
関
市
に
「
産
婦
人
科
 

野
田
」
を
開
業
し
三
十
五
年
が
過
ぎ

る
野
田
隆
二
さ
ん
は
、宮
城
県
南
郷

町（
現
、美
里
町
）に
生
ま
れ
、当
時
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
が
多
く

亡
く
な
る
の
を
見
て
、何
と
か
な
ら
な

い
か
と
思
っ
て
い
た
。そ
し
て
、子
ど
も

の
頃
に
出
会
っ
た
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
の
伝

記
が
野
田
さ
ん
の
人
生
を
決
定
づ
け

た
。「
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
博
士
の
よ
う
な

マ
ル
チ
人
間
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て

医
学
の
道
に
進
ん
だ
野
田
さ
ん
は
、東

北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
を

修
了
し
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
す
る

産
科
学
に
医
者
と
し
て
の
生
き
甲
斐

を
見
出
し
、産
婦
人
科
を
選
択
し
た
。

「
子
ど
も
の
頃
に
出
会
っ
た
赤
ち
ゃ
ん

の
不
幸
な
死
が
、僕
を
産
婦
人
科
医

に
導
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と

野
田
さ
ん
は
懐
古
す
る
。

　
大
病
院
に
勤
務
し
た
こ
と
も
あ
る

野
田
さ
ん
は
、そ
の
後
、人
情
の
厚
い

岩
手
県
の
土
地
柄
に
惚
れ
地
域
医
療

に
尽
く
す
こ
と
を
決
心
す
る
。「
開
業

し
て
間
も
な
い
頃
、妊
娠
八
ケ
月
の
妊

婦
が
睡
眠
薬
の
服
薬
自
殺
を
し
て
救

急
車
で
担
ぎ
込
ま
れ
、母
子
と
も
に

救
命
し
て
あ
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
二
十
二
年
後
に
そ
の
時
産
ま
れ

た
娘
さ
ん
が
来
院
し
、無
事
出
産
し

病
室
で
母
と
娘
の
笑
い
声
を
聞
い
た

時
は
、産
婦
人
科
医
に
な
っ
て
本
当
に

良
か
っ
た
」
と
感
慨
深
げ
に
話
す
。そ

ん
な
な
か
、不
妊
や
癌
患
者
あ
る
い
は

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
に
接
す
る
時
、患
者

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
選
択
が
一
番

幸
せ
な
の
か
、そ
れ
を
叶
え
て
あ
げ
る

た
め
に
プ
ロ（
医
者
）と
し
て
お
手
伝
い

で
き
る
こ
と
は
何
か
、そ
し
て
生
命
倫

理
と
ど
う
向
き
合
う
か
、な
ど
と
日
々

煩
悶
し
て
い
る
。
そ
し
て
、そ
の
判
断

基
準
こ
そ
「
東
北
学
院
時
代
に
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
培
わ
れ
た
聖
書

の
教
え
が
影
響
し
て
い
ま
す
」
と
野
田

さ
ん
は
明
言
す
る
。

　
近
年
の
産
婦
人
科
医
不
足
に
つ
い
て
、

野
田
さ
ん
は
「
医
療
事
故
な
ど
に
よ

り
医
療
訴
訟
が
他
科
よ
り
多
い
の
が

影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
に

激
務
に
よ
る
慢
性
疲
労
症
候
群
に
な

っ
て
い
る
こ
と
と
、ハ
イ
リ
ス
ク
・
ロ
ー
リ

タ
ー
ン
の
考
え
や
医
療
教
育
改
革
の

歪
み
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

結
果
、地
方
病
院
の
産
科
が
廃
業
し
、

お
産
難
民
が
発
生
し
ま
す
。
そ
う
な

れ
ば
、子
ど
も
を
持
た
な
い
親
が
増
え

て
、ま
す
ま
す
少
子
化
が
進
み
ま
す
」

と
嘆
く
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
野
田

さ
ん
は
、不
幸
に
も
医
療
過
誤
に
遭

わ
れ
た
患
者
さ
ん
へ
の
無
過
失
保
障

制
度
の
設
置
、公
正
な
医
療
事
故
調

査
委
員
会
の
設
置
、産
科
勤
務
医
の

待
遇
改
善
な
ど
を
訴
え
て
い
る
。
少

子
高
齢
化
が
進
む
日
本
の
現
代
社
会

に
あ
っ
て
、野
田
さ
ん
は
今
日
も
新
し

い
命
の
誕
生
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
る
。

高

た
か
　
じ

昭
和
３１
年
高
校
卒

中
・
高

世 代 を 超 え 　 　 　 　 　

シリーズ

地
域
医
療
の
現
場
で

新
し
い
命
と

向
き
合
う
毎
日
。
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平
成
4
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

　
四
季
折
々
の
旬
の
味
覚
を
堪
能
で
き
る
料
亭
「
白
ぎ
く
」

は
、
山
形
市
の
中
心
街
・
七
日
町
「
花
小
路
柳
町
通
り
」

に
あ
る
。
創
業
が
昭
和
二
十
七
年
の
大
小
五
部
屋
の
日
本

料
理
店
で
、
地
元
の
人
は
も
ち
ろ
ん
東
京
や
関
西
か
ら
の

顧
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
三
代
目
に
あ
た
る
若
女
将
の
米

本
志
穂
さ
ん
は
「
小
さ
い
お
店
な
ら
で
は
の
利
点
を
活
か

し
て
、
全
て
の
お
客
様
に
目
配
り
が
で
き
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
創
業
以
来
守
り
続
け
て
い
る
白

ぎ
く
秘
伝
の
味
噌
が
、
今
夜
も
料
亭
の
味
わ
い
を
一
層
深

め
る
。
日
本
を
代
表
す
る
米
沢
牛
や
山
海
の
幸
な
ど
、
白

ぎ
く
は
あ
く
ま
で
も
山
形
県
産
の
素
材
に
こ
だ
わ
る
。
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
ゆ
っ
く
り
季
節
を
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
。

若
女
将
 

米
本
 

志
穂

米
沢
牛
や
山
海
の
幸
な
ど

山
形
県
産
の
素
材
に

こ
だ
わ
っ
た
料
亭
の
味
で

季
節
を
感
じ
る
。
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昭
和
３６
年
文
経
学
部
経
済
学
科
卒

　
蔵
王
連
峰
東
の
丘
陵
に
位
置
す
る
遠
刈
田
温
泉
は
、
一

六
〇
一
年
に
霊
泉
が
発
見
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
る
古
湯
。
旬
菜
湯
宿
・
旅
館
「
大
忠
」
は
、
そ
の
遠
刈

田
温
泉
の
一
角
に
あ
る
純
和
風
の
温
泉
宿
と
し
て
遠
来
の

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。
暖
簾
を
く
ぐ
り
、
打
ち
水
を
は
っ

た
路
地
を
歩
け
ば
、
そ
こ
は
畳
廊
下
の
静
寂
な
空
間
が
広

が
り
、
心
を
癒
す
一
夜
が
始
ま
る
。
「
一
番
の
こ
だ
わ
り

は
、
何
と
言
っ
て
も
安
全
と
安
心
で
す
ね
」
と
話
す
大
宮

忠
祐
さ
ん
は
、
「
季
節
の
美
味
し
い
も
の
を
一
番
美
味
し

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
お
客
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
心

が
け
て
い
る
。
「
大
忠
」
で
は
、
自
慢
の
源
泉
か
け
流
し

の
温
泉
と
産
地
に
こ
だ
わ
っ
た
蔵
王
の
恵
み
が
至
福
の
と

き
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

蔵
王
の
食
材
と

源
泉
掛
け
流
し
温
泉
。

大
地
の
滋
味
で

心
と
体
を
癒
す
贅
沢
。

代
表
取
締
役
 

大
宮
　

忠
祐



　
東
北
学
院
大
学
・
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー「
ア
ジ
ア
流
域
文
化
論
」
と
題
す
る
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、発
足
以
来
五
年
が
経
過
し
、

本
年
十
九
年
度
に
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
文
科
省
の
私
立

大
学
に
対
す
る
研
究
助
成
制
度
の
一つ
で
あ
る

オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
採

択
さ
れ
、文
科
省
の
助
成
と
本
学
の
財
政
支

出
に
よ
っ
て
研
究
活
動
を
展
開
し
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
本
研
究
の
対
象
地
域
は
、①
中
国

の
長
江
流
域
、②
中
ロ
国
境
を
流
れ
る
黒
龍

江（
ア
ム
ー
ル
川
）流
域
、③
北
日
本
の
河
川
で

あ
り
、こ
れ
ら
の
河
川
を
軸
に
展
開
さ
れ
る
民

族
の
相
克
と
融
合
、国
家
の
形
成
と
対
立
、流

通
の
様
態
と
変
容
な
ど
の
様
相
を
、歴
史
学

的
に
比
較
検
討
す
る
事
を
課
題
と
し
て
い
る
。

　
整
備
事
業
の
趣
旨
に
オ
ー
プ
ン
な
研
究
組

織
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、研
究
ス
タ
ッ
フ
は
本

学
歴
史
学
科
と
経
済
学
・
経
営
学
の
教
員
十

四
人
を
中
心
に
、他
の
大
学
に
所
属
す
る
教

員
八
人
を
加
え
、さ
ら
に
短
期
間
で
は
あ
る
が

各
年
度
ご
と
に
中
国
、韓
国
、ロ
シ
ア
な
ど
の

研
究
者
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
若
手
研
究
者
を
養
成
す
る
と
の

趣
旨
か
ら
、本
学
で
博
士
の
学
位
を
取
得
し

た
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
や
大
学
院
博
士
課
程
の

在
学
生
を
、リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
ポ
ス
ト
ド
ク

タ
ー
あ
る
い
は
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
任

用
し
て
研
究
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
、個
別
の
あ
る

い
は
共
通
の
課
題
を
め
ぐ
る
研
究
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
の
開
催
と
共
に
、『
ア
ジ
ア
流
域
文
化

論
研
究
Ⅰ
』
を
平
成
十
六
年
に
発
行
、以
後

毎
年
一
冊
を
刊
行
し
て
成
果
の
公
表
を
行
っ
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
専
門
的
な
研
究
成
果
の
公

表
と
は
別
に
、趣
旨
の
一つ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

成
果
の
一
端
を
広
く
社
会
に
還
元
す
る
こ
と

を
実
施
す
る
た
め
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初

か
ら
様
々
な
公
開
講
座
や
講
演
会
を
行
っ
て

き
て
い
る
。
今
、平
成
十
八
年
度
に
実
施
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
一
覧
表
に
す
る
と
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

�①
平
成
十
八
年
八
月
二
十
六
日
…
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム「
小
繰
舟
と
北
上
川
舟
運
」盛
岡
南

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ナ
ッ
ク
ス・
ホ
ー
ル（
共
催
：

川
を
知
る
会
、後
援
／
国
土
交
通
省
東
北
地

方
整
備
局
、岩
手
河
川
国
道
事
務
所
紫
波
町
、

紫
波
町
教
育
委
員
会
な
ど
）

②
平
成
十
八
年
九
月
八
日
…
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
楚
墓
の
発
掘
と
楚
文
化
の
地
域
性
」
早

稲
田
大
学
小
野
梓
記
念
講
堂（
共
催
／
早
稲

田
大
学
長
江
流
域
文
化
研
究
所
Ｃ
Ｏ
Ｅ
関
連
）

③
平
成
十
八
年
九
月
八
日
…
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
ア
ム
ー
ル
川
流
域
か
ら
見
た
露
清
関
係
」

日
本
大
学
文
理
学
部
図
書
館
オ
ー
バ
ル
ホ
ー

ル（
共
催
／
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
ア
フ
リ

カ
言
語
文
化
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
東
ア
ジ
ア
の
社
会
変
容
と
国
際
環
境
」、日

本
大
学
文
理
学
部
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業「
中

国
文
書
等
資
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）

④
平
成
十
八
年
九
月
十
二
日
…
東
北
学
院

創
立
１
２
０
周
年
記
念
公
開
講
演
会
「
ア
ム

ー
ル
川
と
長
江
―
ア
ジ
ア
流
域
文
化
論
こ
と

は
じ
め
―
」
東
北
学
院
大
学
押
川
記
念
ホ
ー

ル（
共
催
：
東
北
学
院
創
立
１
２
０
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
）

⑤
平
成
十
八
年
十
月
二
十
八
日
…
公
開
フ
ォ

ー
ラ
ム「
東
廻
り
航
路
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅳ
i
n
小

名
浜
　
江
戸
時
代
の
東
廻
り
航
路
と
い
わ
き

地
域
」小
名
浜
海
陸
運
送
株
式
会
社
会
議
室
：

共
催
／
国
土
交
通
省
小
名
浜
港
湾
事
務
所
、

後
援
／
福
島
県
、い
わ
き
市
、い
わ
き
商
工
会

議
所
な
ど
）

⑥
平
成
十
九
年
一
月
二
十
六
日
…
公
開
講
演

会
中
国
人
大
学
清
史
研
究
所
副
教
授
張
永

江「
清
代
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
の
政
治
と
文
化
」

東
北
学
院
大
学
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス（
共
催
／
東

北
学
院
大
学
国
際
交
流
部
）

�　
①
と
⑤
は
北
日
本
河
川
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

各
地
域
の
研
究
者
を
ま
じ
え
た
公
開
研
究
会
、

②
と
③
は
長
江
と
ア
ム
ー
ル
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ

れ
が
、外
部
の
研
究
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

東
京
で
実
施
し
た
専
門
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

で
あ
り
、④
は
上
記
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
に
招
聘
し

た
中
国
と
ロ
シ
ア
の
研
究
者
に
東
北
学
院
大

学
を
会
場
と
し
て
お
話
し
願
っ
た
公
開
講
演

会
、⑥
は
文
学
研
究
科
の
客
員
教
授
で
あ
り
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
客
員
研
究
員
で
も
あ
っ
た

中
国
の
先
生
に
研
究
の
一
端
を
お
話
し
願
っ
た

も
の
で
あ
る
。東
北
学
院
大
学
が
主
体
と
な
っ

て
他
大
学
・
研
究
機
関
と
共
同
研
究
を
展
開

し
、そ
の
成
果
の
一
端
を
社
会
に
伝
え
る
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ア
ジ
ア
流
域
文
化
論
」で
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
終
了
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

た
今
、更
に
発
展
さ
せ
得
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
模
索
中
で
あ
る
。

�

細
谷
 

良
夫

文
学
部
教
授

東
北
学
院
 

研
鑽
の
泉
　

5

「
ア
ジ
ア
流
域
文
化
論
」

オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・



通信

デンタル
TG会

ドクター
TG会

TG
薬剤師会

13  

関
口
　
淳
一（
せ
き
ぐ
ち
　
じ
ゅ
ん
い
ち
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
北
学
院
榴
ケ
岡
高
校
を
卒
業
後
、昭
和
五
十
一
年
岩

手
医
科
大
学
卒
業
。
昭
和
五
十
七
年
岩
手
医
科
大
学
大

学
院
博
士
課
程
修
了
後
に
岩
手
県
立
山
田
病
院
、塩
釜

市
立
病
院
を
経
て
、平
成
四
年
に
医
療
法
人
関
口
内
科
胃

腸
科
院
長
に
就
任
。日
医
認
定
産
業
医
、日
本
消
化
器
病

学
会
認
定
専
門
医
。
医
学
博
士
。

 

関
口
　
淳
一

糖
尿
病
と
合
併
症

Medical  Column

関
口
内
科
胃
腸
科
院
長

昭
和
４４
年
榴
ケ
岡
高
等
学
校
卒

　
今
日
、
我
が
国
の
糖
尿
病
は
平
成

十
四
年
度
の
厚
労
省
に
よ
る
実
態
調

査
で
は
約
７
４
０
万
人
で
、
そ
の
予

備
軍
を
含
め
る
と
１
、６
２
０
万
人

に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
増
加
し
た
背
景
に
は
食

生
活
の
欧
米
化
や
運
動
不
足
、
生
活

の
様
々
な
ス
ト
レ
ス
が
影
響
し
て
い

ま
す
。

　
糖
尿
病
に
つ
い
て
は
紀
元
前
か
ら

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
二
十
世
紀
初

頭
ま
で
有
効
な
治
療
も
な
く
、
死
を

待
つ
の
み
の
病
気
で
し
た
。
し
か
し
、

一
九
二
一
年
に
イ
ン
ス
リ
ン
が
発
見

さ
れ
て
か
ら
糖
尿
病
の
成
因
と
病
態

の
解
明
の
著
し
い
発
展
、
治
療
法
の

開
発
の
進
歩
に
よ
り
血
糖
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。
イ
ン
ス
リ
ン
は
膵
組
織
の
Ｂ

細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
、
食
物
か
ら
消

化
吸
収
さ
れ
た
ブ
ト
ウ
糖
を
細
胞
内

に
取
り
込
ま
せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
利
用
す
る
の
を
助
け
る
働
き
を

す
る
ホ
ル
モ
ン
で
す
。
通
常
の
血
糖

値
は
７
０
〜
１
３
０m

g/dl

と
一
定

の
幅
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
と
は
「
イ
ン
ス
リ
ン
の
作

用
に
よ
っ
て
、
ブ
ト
ウ
糖
が
有
効
に

使
わ
れ
ず
に
血
糖
値
が
通
常
よ
り
高

く
な
っ
て
い
る
状
態
」
を
い
い
ま
す
。

糖
尿
病
の
初
期
の
う
ち
は
、
症
状
を

自
覚
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
喉
が
渇
く
（
口
渇
）
、
水
を

よ
く
飲
む
（
多
飲
）
、
よ
く
ト
イ
レ

に
行
く
（
多
尿
）
、
体
重
減
少
、
倦

怠
感
な
ど
の
症
状
は
か
な
り
進
行
し

て
い
る
状
態
で
す
。
重
症
に
な
る
と

著
し
い
脱
水
症
の
た
め
意
識
障
害
を

起
こ
し
（
糖
尿
病
性
昏
睡
）
、
死
亡

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
治

療
せ
ず
に
放
置
し
て
い
る
と
、
様
々

な
恐
い
合
併
症
が
発
症
し
て
き
ま
す
。

特
に
発
症
し
や
す
い
網
膜
症
、
腎
症
、

神
経
障
害
を
糖
尿
病
の
三
大
合
併
症

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
性
網

膜
症
は
、
網
膜
の
血
管
か
ら
出
血
し
、

網
膜
に
傷
つ
い
て
視
力
が
低
下
し
て

き
ま
す
。
成
人
失
明
原
因
の
第
一
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
年
間
３
、０
０
０

人
以
上
が
視
力
を
失
っ
て
い
ま
す
。

腎
臓
は
、
血
液
中
の
不
要
の
物
質
を

取
り
除
い
て
尿
と
し
て
排
泄
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
能
が
低
下

す
る
と
慢
性
腎
不
全
を
引
き
起
こ
し

て
、
さ
ら
に
進
行
す
る
と
人
工
透
析

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
糖

尿
病
性
腎
症
で
新
た
に
透
析
治
療
が

必
要
と
な
る
人
は
年
間
１
３
、０
０

０
人
に
の
ぼ
り
、
年
々
急
速
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
性
神
経
障
害

は
、
末
梢
神
経
障
害
が
あ
る
と
手
足

の
し
び
れ
、
冷
え
た
り
、
灼
熱
感
、

刺
す
よ
う
な
痛
み
な
ど
、
自
律
障
害

が
あ
る
と
便
秘
や
下
痢
、
立
ち
く
ら

み
、
急
に
脈
拍
が
乱
れ
る
、
イ
ン
ポ

テ
ン
ツ
に
な
る
、
足
に
潰
瘍
や
壊
疽

が
起
こ
す
こ
と
な
ど
、
か
ら
だ
全
体

に
様
々
な
症
状
が
出
ま
す
。

　
こ
の
三
大
合
併
症
の
ほ
か
に
生
命

の
危
険
と
な
る
脳
卒
中
、
虚
血
性
心

疾
患
（
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
等
）
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
肺
炎
、
膀
胱
炎

な
ど
の
感
染
症
な
ど
、
い
ず
れ
の
合

併
症
も
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
大
き
く
損
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

�

糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が
な
く
経
過

す
る
こ
と
が
多
く
、
も
し
日
常
検
査

で
血
糖
値
、
尿
糖
に
異
常
が
出
た
ら

す
ぐ
に
内
科
の
専
門
医
療
機
関
で
精

査
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
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小
菅
　
正
幸

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
宮
城
県
事
務
所
　
所
長

暮
ら
し
と
安
全
を
守
る

小菅 正幸（こすが せいこう）
プロフィール
昭和４４年４月宮城県警察に奉職後、刑事部
暴力団対策課長、大和警察署長、岩沼警察
署長、宮城県警察学校長、交通部長、仙台南
警察署長などを歴任し、平成１９年３月仙台中
央警察署長（警視長）を最後に退官。現在、
自動車安全運転センター宮城県事務所所長。

　
こ
の
三
月
、
仙
台
中
央
警
察
署
長
を
最
後
に
退
職
し
、
三
十
八
年

間
、
転
勤
二
十
五
回
の
警
察
人
生
を
振
り
返
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
「
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
」
警
察
業
務
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
同
窓
生
各
位
に
は
、
自
分
、
家
族
、
友
人
、
知

人
、
地
域
、
職
域
等
で
の
「
安
全
安
心
」
に
活
用
さ
れ
、
警
察
業
務

へ
の
理
解
と
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
今
年
の
宮
城
県
警
の
運
営
方
針
は
、「
県
民
の
た
め
の
警
察
〜
安

全
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
〜
」
を
掲
げ
、達
成
の
た
め
の
重
点
目

標
は
、継
続
対
策
も
含
め
、下
表
①
〜
⑧
の
よ
う
に
定
め
、関
係
機

関
・
団
体
等
々
と
連
携
の
う
え
取
り
組
み
中
で
す
。
犯
罪
情
勢
や
傾

向
、交
通
事
故
情
勢
や
特
徴
を
分
析
し
、ま
た
個
々
の
事
案
、例
え

ば
「
ひ
っ
た
く
り
」「
自
動
車
盗
」「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」「
悪
質
商
法
」

な
ど
の
対
策
と
ポ
イ
ン
ト
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
報
道
さ
れ
た
犯
罪

や
事
故
等
に
つ
い
て
、ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、家

族
、地
域
、職
域
な
ど
で
協
力
し
あ
い
、安
全
安
心
の
た
め
に
行
動

し
、そ
の
輪
を
拡
大
し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
同
窓
生
各
位
に
は
是
非
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
警
察
業
務
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
「
暮

ら
し
と
安
全
を
守
る
」
た
め
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
改
め
て
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�

① 街頭犯罪等抑止総合対策と歓楽街総合対策の推進

② 子ども・女性を犯罪から守る施策と少年非行防止対策の推進

③ 重要凶悪犯罪等の徹底検挙

④ 総合的な組織犯罪対策の推進

⑤ 交通死亡事故抑止対策と飲酒運転根絶施策の推進

⑥ 大規模災害等突発重大事案対策と国際テロ対策の推進

⑦ 被害者支援の推進

⑧ 精強な第一線警察構築のための諸対策の推進

高

昭
和
４４
年
法
学
部
法
律
学
科
卒

中
・
高
・
大
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ホームカミングデー プログラム

１３：００～１４：００

１４：００～１４：４０
　

１４：４０～１５：００
　

１５：００～１５：１０

１５：１０～１６：００
　

　
１６：００～１７：００
　
１７：００～１９：００
　

受　　付　
　場所：礼拝堂前「総合案内所」　

記念礼拝
　場所：ラーハウザー記念東北学院礼拝堂
�司式・説教：宗教部長　佐々木　哲夫
　奏楽：オルガニスト　今井　奈緒子
　合唱：グリークラブOB合唱団

記 念 式
　場所：ラーハウザー記念東北学院礼拝堂
�司会：総務担当副学長　関谷　　登
　奏楽：オルガニスト　今井奈緒子
　挨拶：学院長・大学長　星宮　　望
�  〃  ：ユアテックTG会長　鎌滝　敬司 氏
              　 （同窓生代表・昭45年法学部法律学科卒）

休　　憩

パイプオルガンコンサート
　場所：ラーハウザー記念東北学院礼拝堂
�聖書朗読：宗 教 部 長　佐々木　哲夫
　奏　　楽：オルガニスト　今井　奈緒子 

記念パーティー会場へ移動
記念パーティー受付

懐かしい出会いの夕べ（記念パーティ）
　場所：江陽グランドホテル5階「鳳凰の間」
�司会：フリーアナウンサー
　　　　志伯　暁子 氏
　　　　　 （昭51年法学部法律学科卒）

�挨拶：学院長・大学長　星宮　　望
�  〃  ：青 葉 支 部 長　大槻　秀樹 氏
�             （同窓生代表・昭41年文経学部経済学科卒）

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
生
時
代
を

つ
い
こ
の
間
の
出
来
事
の
よ
う
に

時
間
と
時
代
を
超
え
て
語
り
合
う
…
。

東
北
学
院
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は

一
年
に
、た
っ
た
一
日
だ
け
の
特
別
な
日
。

こ
の
日
、た
く
さ
ん
の
懐
か
し
い
出
逢
い
と

感
動
が
生
ま
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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　「もっとゆっくり語り合いたい」そんな声に応えて、記念パ

ーティーをホテルで開催します。グラスを傾けながら学生時

代を振り返り、懐かしい思い出に浸ってみませんか。また、

今年も豪華景品（ペア温泉宿泊券・ホテル利用券）が当

たる記念抽選会を行いますので多数ご参加下さい。「懐か

しい出会いの夕べ」に参加を希望される方は、同封の「払

込取扱票」（赤色）にて9月28日（金）まで会費を添えて

お申し込み下さい。

時　間：17：00～19：00

場　所：江陽グランドホテル

　　　　　仙台地下鉄「広瀬通駅」西－１出口前

会　費：お一人様5，000円

※同封の「払込取扱票」にて9月28日（金）までお支払い下さい

お問い合わせ：東北学院庶務部校友課　022-264-6468

モッシージャズオーケストラ
賛助出演のSWE

さとう宗幸ミニコンサート

景品を授与する倉松前会長

和やかに談笑する女性会員

チアリーダーによる応援歌披露

第8回同窓祭

日 時

会 場
東北学院大学 土樋キャンパス
ラーハウザー記念東北学院礼拝堂

１４：００～ ホームカミングデー
１７：００～ 懐かしい出会いの夕べ（江陽グランドホテル）

17  通信
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同
窓
会
総
会
報
告

１．東北学院同窓会の役員について（報告）

２．平成１８年度東北学院同窓会庶務報告について

３．平成１８年度東北学院同窓会収支決算報告について

４．監事監査報告

５．平成１９年度東北学院同窓会事業計画（案）について

６．平成１９年度東北学院同窓会収支予算（案）について

７．東北学院同窓会特別会員の承認について

８．東北学院同窓会委員の選任について

９．学校法人東北学院評議員の推挙について

１０．東北学院同窓会常置委員について（報告）

１１．東北学院同窓会表彰規程について（報告）

東北学院同窓会議案 表－1

東北学院同窓会表彰規程が制定される

平成19年度収支予算

161名の同窓生が出席 ～永井英司中学・高校長が特別会員に～

 平成１９年度東北学院同窓会総会を東北学院の創立記念日である５月１５日（火）の午後１時から仙台

国際ホテルで開催した。平日にもかかわらず当日は１６１名の同窓生が出席し、議案（表－１）全てが

原案通り可決承認された。はじめに、今野校友課長が新体制になった東北学院同窓会役員の報告

を行い、引き続いて審議に入った。特に、去る４月１日付けで東北学院中学・高等学校長に就任し

た永井英司氏が東北学院同窓会特別会員に満場一致で承認され、「同窓会の発展に微力を尽くし

たい」と抱負を語った。また、任期満了に伴う同窓会委員については、新任者として「大学・専門

学校部門」から１２名を、「中・高校部門」から３名をそれぞれ選任し、併せて７７名の継続者が承

認された。（※詳細は、東北学院時報第６６０号に報告）

　同窓会の発展に大きく寄与した同窓生と母校（中高・榴ケ岡高・大学）の名誉を著しく高揚させ

た同窓生を表彰するため、東北学院同窓会表彰規程が４月１日に施行されました。内容については、

「支部長及びＴＧ会長の役職にあった者並びに本会もしくは支部又はＴＧ会の発展に著しく寄与した者」

には感謝状を、また「功績が極めて顕著で母校の名誉に著しく寄与した者」には表彰状を授与する

ことになりました。同窓生が表彰に該当するに至ったときは、お手数でも校友課までお知らせ下さい。

　前年度繰越金、入会金、会費などを合わせた収入の部は、昨年度より１１，２８０，００５円少ない７５，８９５，

７８４円の計上となりました。このことについては、昨年の東北学院創立１２０周年記念事業に同窓会とし

て援助したため前年度繰越金が減額したことによります。

� 次に、支出の部ですが、派遣職員の増

員に伴う「業務委託費」が前年比より３，７

００，０００円を増額し、１５万人の同窓生と

母校をむすぶネットワーク整備のため「雑

費」を１，０００，０００円、そして「予備費」に

ついては２，６１９，９９５円増額しています。

そして、これらの科目以外は、全て対前年

比で減額しています。詳細については、

次頁の平成１９年度東北学院同窓会収

支予算をご覧下さい。
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同窓会総会報告

平成19年度 東北学院同窓会収支予算 自　平成19年4月01日
至　平成20年3月31日

収入の部

　科　　目　

�前年度繰越金

�入 会 金

�　

�　

�会　　　　費

�

学院時報購読料

雑 　収 　入

合　計

�　

　

19年度予算額

14,364,984

11,382,000

24,000

66,000

1,566,000

3,111,000

1,119,000

1,509,000

1,479,000

720,000

1,203,000

585,000

43,048,800

417,000

279,000

6,936,000

13,731,000

4,995,000

6,345,000

5,520,000

0

2,012,400

1,814,400

999,000

7,000,000

100,000

75,895,784

　

18年度予算額

26,514,789

10,476,000

12,000

84,000

1,515,000

3,033,000

1,029,000

1,404,000

1,338,000

585,000

936,000

540,000

42,585,000

489,000

342,000

7,158,000

14,082,000

4,932,000

6,177,000

4,659,000

3,000

1,967,400

1,819,800

955,800

7,500,000

100,000

87,175,789

増減（19年度－18年度）

△12,149,805

906,000

12,000

△ 18,000

51,000

78,000

90,000

105,000

141,000

135,000

267,000

45,000

463,800

△ 72,000

△ 63,000

△ 222,000

△ 351,000

63,000

168,000

861,000

△ 3,000

45,000

△ 5,400

43,200

△ 500,000

0

△11,280,005

　

備　考

＠3，000

８人

22人

５２２人

１，０３７人

３７３人

５０３人

４９３人

２４0人

４０1人

１９５人

１３９人

93人

２，３１２人

４，５７７人

１，６６５人

２．１１５人

１，８４０人

０人

１，１１８人

１，００８人

５５５人

預金利息等

　

� 　

大　 学　 院

法務研究科

文　 学　 部

経 済 学 部

法　 学　 部

工　 学　 部

教 養 学 部

高　　　校

榴ケ岡高校

中　 学　 校

� 　

大　 学　 院

法務研究科

文　 学　 部

経 済 学 部

法　 学　 部

工　 学　 部

教 養 学 部

経済学部二部

高　　　校

榴ケ岡高校

中　 学　 校

� � 　

� 　 　 �

�

�

内
　
　
　
　
訳

内
　
　
　
　
訳

大学＠３，000円
中学・高校＠1，800円

（単位：円）

予　算　額

�500,000

6,000,000

9,000,000

6,000,000

11,000,000

7,000,000

13,000,000

500,000

2,000,000

600,000

5,000,000

4,000,000

1,000,000

2,000,000

400,000

500,000

2,500,000

800,000

4,000,000

5,000,000

6,375,789

87,175,789

0

87,175,789

�

決　算　額

466,971

4,999,510

9,307,670

5,978,640

10,429,290

4,890,109

10,552,050

500,000

1,473,954

649,438

3,750,806

4,036,987

739,650

1,044,094

130,000

500,000

2,500,000

449,136

3,392,683

5,000,000

0

70,790,988

14,364,984

85,155,972

 増減（予算額―決算額）

�33,029

1,000,490

△ 307,670

21,360

570,710

2,109,891

2,447,950

0

526,046

△ 49,438

1,249,194

△ 36,987

260,350

955,906

270,000

0

0

350,864

607,317

0

6,375,789

16,384,801

△ 14,364,984

2,019,817

備　考

総会費

支部総会・ＴＧ会総会等への出席費

支部総会・ＴＧ会総会等出席旅費

支部総会・ＴＧ会総会等活動補助

同窓会便覧・３Ｌ通信等印刷費

海外への時報発送費・３Ｌ通信発送費等

東北学院へ（学院時報費）・広告

東北学院へ

講師謝礼・会場費等

コピー機・パソコン等リース料

臨時職員給与

外部委託費（データ入力業務等）

慶弔費等

同窓会委員会・常置委員会等の会議費

　

月浦育英会基金へ

１２０周年記念事業（東北学院へ）

消耗品費等

ホームカミングデー等

財政安定準備基金へ繰り出し

科　　目

総　 会　 費

集　 会　 費

旅 費 交 通 費

活 動 補 助 費

印　 刷　 費

通　 信　 費

広　 報　 費

クリスマス 費

ＴＧ十五日会費

賃　 借　 料

人　 件　 費

業 務 委 託 費

福 利 厚 生 費

会　 議　 費

備　 品　 費

開学記念援助金

120周年記念事業寄付

事　 務　 費

雑　　　　 費

財政安定準備基金

予　 備　 費

　小　　計　

次年度繰越金

　合　　計　

�

�

支出の部

�　

平成18年度 東北学院同窓会収支決算書 自　平成18年4月01日
至　平成19年3月31日

収入の部

　科　　目　

�前年度繰越金

�入 会 金

�　

�　

�会　　　　費

�

学院時報購読料

雑 　収 　入

合　計

予　算　額

26,514,789

10,476,000

12,000

84,000

1,515,000

3,033,000

1,029,000

1,404,000

1,338,000

585,000

936,000

540,000

42,585,000

489,000

342,000

7,158,000

14,082,000

4,932,000

6,177,000

4,659,000

0

3,000

1,967,400

1,819,800

955,800

7,500,000

100,000

87,175,789

決　算　額

26,514,789

10,476,000

12,000

84,000

1,515,000

3,033,000

1,029,000

1,404,000

1,338,000

585,000

933,000

543,000

41,654,250

408,000

324,000

7,017,000

13,734,000

4,848,000

6,048,000

4,605,000

0

3,000

1,883,400

1,831,800

952,050

5,928,900

582,033

85,155,972

増減（予算額―決算額）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3,000

△ 3,000

930,750

81,000

18,000

141,000

348,000

84,000

129,000

54,000

0

0

84,000

△ 12,000

3,750

1,571,100

△ 482,033

2,019,817

備　考

　

＠3，000

�4人

�28人

�505人

１,011人

�343人

�468人

�446人

�195名

�312名

�180名

�　

�１63名

�114名

２,386名

４,６９4名

１,６44名

2,059名

１,553名

�0名

�1名

1,093名

１,０11名

�531名

�　

　

� 　

大　 学　 院

法務研究科

文　 学　 部

経 済 学 部

法　 学　 部

工　 学　 部

教 養 学 部

高　　　校

榴ケ岡高校

中　 学　 校

� 　

大　 学　 院

法務研究科

文　 学　 部

経 済 学 部

法　 学　 部

工　 学　 部

教 養 学 部

文学部二部

経済学部二部

高　　　校

榴ケ岡高校

中　 学　 校

� 　

� 　

� 　 　 �

�

内
　
　
　
　
訳

内
　
　
　
　
訳

（単位：円）支出の部 　

19年度予算額

100,000

5,500,000

8,000,000

3,500,000

11,000,000

5,500,000

11,500,000

500,000

1,700,000

700,000

2,500,000

7,700,000

1,000,000

2,000,000

200,000

0

0

500,000

5,000,000

0

8,995,784

75,895,784

0

75,895,784

18年度予算額

500,000

6,000,000

9,000,000

6,000,000

11,000,000

7,000,000

13,000,000

500,000

2,000,000

600,000

5,000,000

4,000,000

1,000,000

2,000,000

400,000

500,000

2,500,000

800,000

4,000,000

5,000,000

6,375,789

87,175,789

0

87,175,789

 増減（19年度－18年度）

△ 400,000

△ 500,000

△ 1,000,000

△ 2,500,000

0

△ 1,500,000

△ 1,500,000

0

△ 300,000

100,000

△ 2,500,000

3,700,000

0

0

△ 200,000

△ 500,000

△ 2,500,000

△ 300,000

1,000,000

△ 5,000,000

2,619,995

△11,280,005

0

△11,280,005

備　考

総会費

支部総会・ＴＧ会総会等への出席費

支部総会・ＴＧ会総会等出席旅費

支部総会・ＴＧ会総会等活動補助

同窓会便覧・３Ｌ通信等印刷費

海外への時報発送費・３Ｌ通信発送費等

東北学院へ（学院時報費）・広告

東北学院へ

講師謝礼・会場費等

コピー機・パソコン等リース料

臨時職員給与

外部委託費　（データ力業務等）

慶弔費等

　

月浦育英会基金へ

１２０周年記念事業（東北学院へ）

消耗品費等

財政安定準備基金へ繰り出し

科　　目

総　 会　 費

集　 会　 費

旅 費 交 通 費

活 動 補 助 費

印　 刷　 費

通　 信　 費

広　 報　 費

クリスマス 費

ＴＧ十五日会費

賃　 借　 料

人　 件　 費

業 務 委 託 費

福 利 厚 生 費

会　 議　 費

備　 品　 費

開学記念援助金

120周年記念事業寄付

事　 務　 費

雑　　　　 費

財政安定準備基金

予　 備　 費

　小　　計　

　 繰 越 金 　

　合　　計　

�

�
財政安定準備基金 平成２０年３月３１日 総額 １４５,０００,０００円

財政安定準備基金　平成１９年３月３１日現在 総額 １４５,０００,０００円

大学＠３，000円
中学・高校＠1，800円

預金利息・
ネクタイ等

同窓会委員会・常置委員会
支部長・ＴＧ会会長会議等の会議費

ホームカミングデー
同窓生とのネットワーク整備事業等
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鎌滝　敬司
ユアテックＴＧ会長
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尾崎　善造
弘前支部長

　
「
団
塊
の
世
代
の
参
加
が
多
く
な
っ
て

い
る
な
か
で
、女
性
会
員
や
若
い
会
員
に

伸
び
伸
び
と
支
部
活
動
を
支
え
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
弘
前
支
部
長
の
尾

崎
善
造
さ
ん
は
、こ
の
三
月
ま
で
弘
前
市

議
会
事
務
局
長
を
務
め
、
東
京
都
内

の
砂
防
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

第
五
十
四
回
全
国
市
議
会
事
務
職
員

研
修
会
で
４
６
０
人
を
前
に
講
演
し
た

経
歴
を
持
つ
。
現
在
は
弘
前
地
区
消
防

事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
長（
消
防
正

監
）で
、弘
前
市
を
含
む
二
市
二
町
一
村

の
広
範
囲
に
及
ぶ
管
内
の
防
災
や
救
急

活
動
を
行
う
消
防
の
ト
ッ
プ
と
し
て
多

忙
を
極
め
て
い
る
。

　
毎
日
が
緊
張
の
連
続
と
話
す
尾
崎
さ

ん
は「
支
部
長
に
な
っ
て
五
年
目
に
な
り

ま
す
が
、弘
前
支
部
も
青
森
市
を
除
く

津
軽
全
域
を
範
囲
と
し
て
い
て
活
動
は

広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。
会
員
は
経

済
界
・
自
営
業
・
大
学
教
授
・
教
員
・
公
務

員
・
銀
行
員
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
揃
っ

て
お
り
、特
に
英
文
卒
の
司
法
書
士（
女

性
）や
合
唱
サ
ー
ク
ル
を
主
宰
し
て
い
る

女
性
会
員
な
ど
ま
さ
に
多
士
済
済
で
す
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
す
。

　
そ
の
一
方
で
、青
森
県
で
は
卒
業
生
の

地
道
な
活
躍
の
わ
り
に
は
母
校
の
名
声

が
あ
ま
り
聞
こ
え
て
こ
な
い
と
も
指
摘

す
る
。二
年
前
に
誘
致
し
た
東
北
学
院

大
学
文
化
講
演
会
に
つ
い
て
は「
東
北
学

院
の
役
割
を
多
く
の
青
森
県
民
に
知
っ

て
も
ら
い
た
か
っ
た
」
と
母
校
に
思
い
を

馳
せ
る
気
持
ち
を
打
ち
明
け
る
。
学
生

時
代
に
仙
台
の
司
法
試
験
受
験
団
体『
食

法
会
』の
設
立
に
参
画
し
た
尾
崎
さ
ん
は
、

「
今
後
は
母
校
と
連
携
し
な
が
ら
弘
前

支
部
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
更
な
る

飛
躍
を
狙
う
。

　
ユ
ア
テ
ッ
ク
Ｔ
Ｇ
会
長
の
鎌
滝
敬
司

さ
ん
は
、
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
の
常
務
取
締

役
で
営
業
本
部
副
本
部
長
を
兼
ね
る
。

平
成
三
年
に
東
北
電
気
工
事
㈱
か
ら
社

名
を
変
更
し
た
ユ
ア
テ
ッ
ク
は
、
総
合

設
備
企
業
と
し
て
快
適
環
境
を
創
造
し
、

文
字
通
り
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

３
、
８
０
０
名
余
の
従
業
員
で
組
織
す

る
ユ
ア
テ
ッ
ク
の
な
か
に
あ
っ
て
、
ユ

ア
テ
ッ
ク
Ｔ
Ｇ
会
の
会
員
は
２
８
０
名

を
数
え
、
中
・
高
と
榴
ケ
岡
高
の
卒
業

者
を
含
め
る
と
優
に
３
０
０
名
を
超
え

る
。
鎌
滝
さ
ん
は
「
今
年
も

１０
名
の
新

会
員
を
迎
え
ま
し
た
が
、
最
近
は
一
人

ひ
と
り
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
大
変
い
い

で
す
ね
」
と
目
を
細
め
る
。

　
新
潟
支
社
長
と
し
て
新
潟
県
中
越
地

震
を
自
ら
体
験
し
た
鎌
滝
さ
ん
は
、
危

険
を
顧
み
な
い
で
被
災
地
に
赴
く
社
員

を
見
て
プ
ロ
意
識
の
高
さ
を
認
識
し
た
。

「
約
２
７
万
８
０
０
０
戸
が
停
電
し
、

“
自
分
が
電
気
を
送
る
”
と
の
強
い
責

任
感
か
ら
、
不
眠
不
休
で
復
旧
に
あ
た

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
完
全
復
旧
し
た
時

に
住
民
か
ら
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
握
手

も
求
め
ら
れ
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
も
言
え
る
明
か
り
の

確
保
に
使
命
感
を
燃
や
す
鎌
滝
さ
ん
は
、

人
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ
と
に
仕
事
の
遣

り
甲
斐
を
感
じ
て
い
る
。

　
常
に
心
の
奥
に
３
Ｌ
精
神
を
堅
持
し

て
い
る
鎌
滝
さ
ん
は
、
母
校
の
建
学
の

精
神
と
儒
教
の
教
え
で
あ
る
五
常（
信
・

義
・
礼
・
智
・
信
）は
相
通
ず
る
も
の
が
あ

る
と
い
う
。
「
人
を
思
い
や
り
、
正
し

い
行
い
を
守
る
こ
と
は
、
人
間
と
し
て

当
た
り
前
。
後
輩
諸
君
は
、
人
を
愛
す

る
心
を
持
ち
、
萎
縮
し
な
い
で
ま
っ
す

ぐ
進
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。
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北から南から
Around Japan

星
宮
望
学
院
長
が
同
窓
会
長
に
就
任

全
国
支
部
長
・

Ｔ
Ｇ
会
長
会
議
を
開
催

21  通信

全
国
の
支
部
・
Ｔ
Ｇ
会
の
活
動
報
告

全国で幅広い活動を行う支部、TG会の活動報告の場です。皆様の情報をお待ちしております。（情報は校友課まで）

　
去
る
四
月
一
日
付
け
で

星
宮
望
大
学
長
が
東
北

学
院
長
に
任
命
さ
れ
た

の
を
受
け
て
、会
則
第
十

二
条
に
よ
り
東
北
学
院

同
窓
会
の
第
６
代
会
長

に
就
任
し
た
。ま
た
、同
じ
く
東
北
学
院
中
学
・
高
等
学
校

長
に
就
任
し
た
永
井
英
司
氏
が
副
会
長
に
、そ
し
て
任
期

満
了
に
伴
い
退
任
し
た
江
馬
成
夫
副
会
長
の
後
任
に
㈱
仙

台
銀
行
取
締
役
頭
取
の
三
井
精
一
氏
が
就
任
し
た
。
加
え

て
、三
十
八
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
監
事
と
し
て
同
窓
会
の

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
菅
原
博
氏
が
任
期
満
了
に
伴

い
退
任
し
、後
任
に
は
中
鉢
俊
也
氏
が
就
任
し
た
。な
お
、

東
北
学
院
同
窓
会
の
役
員
は
、次
の
通
り
。（
五
十
音
順
）

　
　
　
 

　
　
　
星
宮
　

　
望

　
　
　
　
　
　
　
　（
新
任
）

　
　
　
 

　
　
　
久
能
　

隆
博

　
　
　
　
　
　
　
永
井
　

英
司

　（
新
任
）

　
　
　
　
　
　
　
三
井
　

精
一

（
新
任
）

　
　
　
　
　
　
　
森
山
　

　
博

　
　
　
　
　
　
　
若
生
　

　
修

竹
村
 

達
也

中
鉢
 

俊
也

（
新
任
）

星宮同窓会長

支部長とTG会長を前に挨拶する星宮会長

三井副会長永井副会長

東
北
学
院
長

東
北
学
院
同
窓
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

監
　
事

監
　
事

　
日
頃
、
同
窓
会
活

動
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
支
部
長
と

Ｔ
Ｇ
会
長
が
全
国
か

ら
集
い
、
同
窓
会
総

会
に
引
き
続
い
て
「
全

国
支
部
長
・
Ｔ
Ｇ
会

長
会
議
」
を
開
催
し
た
。

北
は
岩
見
沢
支
部
長
、

南
は
近
畿
支
部
長
と

当
日
は

６８
名
の
支
部
長
と
Ｔ
Ｇ
会
長
が
出
席
さ
れ
、
こ

の
四
月
に
施
行
し
た
東
北
学
院
同
窓
会
表
彰
規
程
の
説

明
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
ま
た
、
昨
年
施
行
し
た
東
北

学
院
同
窓
会
支
部
活
動
費
補
助
規
程
の
利
用
状
況
と
申

請
方
法
に
つ
い
て
も
説
明
が
行
わ
れ
、
熱
心
に
メ
モ
を

取
る
支
部
長
と
Ｔ
Ｇ
会
長
も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

�
続
い
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、来
年
三
月
に
支
部
設

立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
東
京
支
部
の
川
嶋
副
支
部
長
が
、

三
月
二
十
二
日（
土
）に
記
念
祝
賀
会
を
開
催
す
る
た
め
実

行
委
員
会
を
組
織
し
て
準
備
に
当
た
っ
て
い
る
と
報
告
す
る

と
、会
場
は
祝
賀
ム
ー
ド
に
一
変
し
て
い
た
。な
か
な
か
支
部

長
と
Ｔ
Ｇ
会
長
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、支
部
長
と
Ｔ
Ｇ
会
長
ら
は
互
い
に
情
報
交
換
を
し

合
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
た
。

東北学院大学文化講演会2007 のご案内

演　題／発酵の神秘－発酵と人類の知恵－
講　師／東京農業大学教授
　　　　　農学博士　小泉　武夫 氏
日　時／平成19年11月17日（土）14：00～16：00

場　所／コラッセふくしま
　　　　　（福島市三河南町１の20）※JR福島駅西口より徒歩3分

　地域社会への貢献の一環として毎年実施している「東
北学院大学文化講演会２００７」を次の通り開催いたし
ます。講師は福島県生まれで、食の冒険家として名高
い小泉武夫先生です。醸造学と発酵学研究の第一人
者でもある小泉先生は、新聞や雑誌の連載のほか、テ
レビやラジオに出演しておりますので、皆様にもお馴
染みと思います。「生涯学習」が重要視される昨今、同
窓生の皆様にはご家族連れで、あるいは友人・知人を
多数お誘い合わせてご参加下さい。

なお、お申し込み・お問い合わせは、
東北学院大学総務課（担当：齋藤信二）　TEL０２２（２６４）６４１２／FAX０２２（２６４）３０３０までお願いいたします。



～ルクス・ムンディ～

　新入生が大学生活に慣れてきた５月中旬に本学で

も麻疹の感染が確認され、去る５月１８日（金）から５

月３１日（木）まで泉キャンパスでの授業を全て休講

としました。また、その間に行われる予定だった後援

会総会は７月１日（日）に、青山学院大学との定期戦

は８月２９日（水）と３０日（木）にそれぞれ延期するこ

とになりました。この２週間における休講を補うため、

本学では泉キャンパスでの夜間特別補講（１７：４０～

１８：５０、１９：００～２０：１０）を６月８日（金）から７月１１日（水）

まで実施し、加えて７月１２日（木）からの通常の補講

期間を１日増やして「海の日」も行うことにしました。

　本学では麻疹感染の予防措置として予防接種を

奨励し、予防接種や抗体検査の費用を全て大学が負

担するなど、学生が安心して学生生活を送れるよう

対策を講じました。これも「若者の心を育てる」ため

には必要なことと考えています。学生諸君には思い

もしなかった夜間特別補講となりましたが、健康に

注意してしっかり勉学に励んでほしいと思います。

… 編 集 後 記 …
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酒田支部総会
　日時：8 月17日（金）18:30～ 会場：酒田産業会館4階「欅」 連絡先：渡部　　　0234-26-5731（職場）

岩切支部ビアパーティ
　日時：8 月18日（土）18:00～ 会場：岩切市民センター 連絡先：釣舟　　　022-255-8830（自宅）

亘理支部総会
　日時：7 月19日（木）18:30～　

八戸支部総会
　日時：8 月10日（金）18：30～

水戸支部総会
　日時：8 月22日（水）18：30～ 会場：大塚屋 連絡先：小松　　　090-3068-4484

会場：二の丸 連絡先：森　野目　0223-34-0502（職場）

白石支部総会
　日時：7 月21日（土）17:30～　会場：舞鶴会館 連絡先：沼倉野目　0224-25-8418（自宅）

仙台同窓会カクテル＆ビアパーティ
　日時：7 月27日（金）18:30～　会場：仙台国際ホテル 連絡先：赤間野目　022-224-0123（職場）

会場：八戸グランドホテル 連絡先：松本　　　0178-22-1637（自宅）　

新潟支部総会
　日時：9 月14日（金）18：30～ 会場：ウェルシティー新潟 連絡先：福井　　　025-273-0587（職場）

岩沼支部総会
　日時：8 月26日（日）17:00～

盛岡支部総会
　日時：10月19日（金）18：00～ 会場：ホテルルイズ 連絡先：佐々木　　019-625-2611（職場）

福島県合同同窓会
　日時：11月17日（土）17：00～ 会場：ホテル福島グリーンパレス 連絡先：佐々木　　024-545-6135（自宅）

会場：竹駒神社参集殿 連絡先：三浦秀一 0223-23-1111（職場）　

TG史学同窓会総会
　日時：9 月29日（土）18：00～ 会場：リッチフィールド仙台 連絡先：久能　　　022-372-6611（職場）

第8回同窓祭
　日時：10月13日（土）

会場：土樋キャンパス
会場：江陽グランドホテル 連絡先：校友課　　022-264-6468

校友課より

「個人情報保護法」への取り組みについて
　平成１７年４月１日より「個人情報の保護に関する法律」が施行されたのに伴い、東北学院では園児・生徒・学
生をはじめ卒業生等の個人情報の取り扱いについて「学校法人東北学院個人情報保護規程」を定め、個人情
報の適正な管理と保護に努めています。
�校友課では、東北学院同窓会の運営に必要な皆様の個人情報をお預かりしていますが、今後も個人情報
保護法に基づき慎重に取り扱って参りますので、皆様方のご理解・ご協力をお願いいたします。詳細につい
ては、東北学院ホームページに掲載していますのでご覧下さい。
�なお、東北学院同窓会で使用する個人情報の利用目的は、次の通りです。
�◇「東北学院時報」並びに「３Ｌ通信－Ｌｕｘ Ｍｕｎｄｉ」の発行・送付
�◇「東北学院時報」購読料徴収に関わる事務
�◇ホームカミングデー「懐かしい出会いの夕べ」参加費徴収に関わる事務
�◇各支部・ＴＧ会が主催する総会及び行事の案内
�◇その他、上記に関連する業務

住所等変更届のお願い
　同窓生の皆様には、お名前・ご住所・電話番号・勤務先等に変更が生じましたら、お手数でも校友課までご
連絡下さいますようお願いいたします。お預かりする皆様方の個人情報は、上記の通り慎重に取り扱い、利
用目的以外には使用いたしません。特に、「東北学院時報」と「３Ｌ通信－Ｌｕｘ Ｍｕｎｄｉ」は、皆様と母校を結
ぶ通信手段として欠かせないものですので、ぜひご協力をお願いいたします。

■ホームカミングデー

（お詫び）①第４号「３Ｌカフェ」の「約六千人のユダヤ人に日本の通貨ビザ
を発給し」は「約六千人のユダヤ人に日本の通過ビザを発給し」の誤りで
した。②第４号「この人この顔」の渡邊正人さんの「文学部経済学科卒」は「文
経学部経済学科卒」の誤りでした。お詫びして訂正申し上げます。

（7月5日まで受付分）
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